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生 年 昭和 58 年生 

住 所 茨城県坂東市 

品 目 

茶（手揉み製法） 
 茨城県の南西部の古河市から坂東市にかけての猿島地方では、江戸時代後期に

京都の宇治から製茶師を招き、その技術指導を受けて、高品質茶の栽培・生産が
進み、現在の猿島茶（さしま茶）の基盤が確立 

 日米修好通商条約の翌年（1859 年、安政 6 年）には製茶（さしま茶）を海外輸出 
 茨城県は、関東では静岡県、埼玉県に次ぐ、お茶の産地。さしま茶、奥久慈茶、

古内茶が茨城三大銘茶と呼ばれている。 

技 術 
さしま茶（手揉み製法） 
 農研機構野菜茶業研究所の研修生として、お茶の基礎知識、手揉み製法を取得 
 日本手もみ製茶技術資格「教師」認定（平成 18 年） 

活 動 状 況 

 平成 20 年には、茨城県さしま茶手揉保存会を設立し、手揉み技法保存、継承 
 農研機構野菜茶業研究所の研修卒業生を研修生として受け入れ（実績：2 名） 
 全国手もみ茶振興会が開催する「全国手もみ茶品評会」、「全国手もみ製茶技術

協議大会」へ出品、出場 
 平成 28 年 G7 茨城つくば科学技術大臣会合において、手揉み実演 
 令和元年 G20 貿易・デジタル経済大臣会合において、手揉み実演とともに、高

級ボトリングティー「手揉み茶」を提供 
 千葉県立「房総のむら」において、本格手もみ茶作り体験（年 2 回）を平成 20

年から実施 
 海外での日本茶普及活動として、手揉み茶実演（平成 30 年：アメリカ、令和元

年：ベトナム、香港） 

相 談 に 
応じられる 
分野・内容 

 手揉み茶製法の技術指導 
 日本茶の淹れ方指導 

受 賞 歴 等 

 平成 24 年 茨城県職業能力開発促進大会 茨城県技能賞受賞 
 平成 27 年 第 19 回全国手もみ製茶技術競技大会 最優秀賞 
 平成 28 年 第 20 回全国手もみ製茶技術協議大会 優秀賞 
 令和  元年 茨城デザインセレクション受賞 

主 な 役 職 
 平成 20～29 年  茨城県さしま茶手揉保存会 会長 
 平成 23 年～現在 全国手もみ茶振興会 理事 

H P https://nemotoen.com/（お茶の根本園） 

  



 


